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目的：医療関連感染の予防にはアルコールによる手指
消毒が強く推奨され、接触感染予防の指標の一
つとして手指消毒薬使用量がある。今回我々は、
新潟県厚生連15施設においてMethicillin resistant 
Staphylococcus aureus （MRSA） 分離率と手指衛
生剤使用量の相関関係を調査した。

結果：手指衛生剤とMRSA分離率に強い相関はみられ
なかった。施設間で手指消毒剤使用量に13.7倍
の開きがみられた。

結論：本データを各施設にフィードバックし施設で活
用することが大切であると考える。

キーワード：Methicillin resistant Staphylococcus aureus 
（MRSA）、手指消毒剤、手指洗浄剤

緒　　　　　言

　世界中で薬剤耐性が深刻化しており、日本において
も薬剤耐性（AMR）対策アクションプランが策定さ
れ、その成果指標の一つとして、2020年の黄色ブドウ
球菌のメチシリン耐性率を20％以下に低下させること
が明記されている（1）。
　Methicillin– resistant Staphylococcus aureus（以下、
MRSA）の主な感染経路は接触感染であり、医療従事
者等の手指を介して伝播していくことは広く知られて
いる。医療関連感染の予防にはアルコールによる手指
消毒が強く推奨されており、速乾式手指消毒剤（以下、
手指消毒剤）の使用量とMRSA分離率を検討した報告
は多数存在する（2～4）。
　今回我々は、新潟県厚生連15施設において手指消毒
剤使用量と手指洗浄剤使用量を調査し、手指消毒剤使
用量や手指消毒剤払出量/手指洗浄剤払出量比率が
MRSAの分離率に影響するか検討したので報告する。

方　　　　　法

　2016年 4 月～2017年 3 月における15施設の手指消毒
剤払出量／手指洗浄剤払出量比率、手指消毒剤使用量
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とMRSA分離率について相関関係を調査した。MRSA
分離率、手指消毒剤払出量、手指洗浄剤払出量の項目
については以下の通り集計した。
1．MRSA分離率
　（MRSA検出患者数／検体提出患者数）×100を
MRSA分離率とした。
　検体提出患者数ならびにMRSA検出者数は同一月
内の同一患者からの複数の検体または検出を 1件と
し、同一月に材料別の複数検体から検出された場合
も 1件とした。
2．手指消毒剤払出量
　病棟払出量（mL）を集計した。
3．手指洗浄剤払出量
　病棟払出量（mL）を集計した。
4．比率（消毒剤/洗浄剤）
　手指消毒剤病棟払出量（mL）÷手指洗浄剤病棟払
出量（mL）とした。
5．手指消毒剤使用量
　手指消毒使用量（mL）は、手指消毒剤病棟払出量
（mL）÷入院患者総数とし、入院患者当たりの手指消
毒使用量（mL）を算出した。
6．統計処理
　相関関係について、スピアマン順位相関係数検定
を行った。統計解析には Excelを使用した。

結　　　　　果

　手指消毒剤／手指洗浄剤比率とMRSA分離率（相関
係数＝0.17、P＝0.66）に強い相関はみられなかった
（図 1）。
　手指消毒剤使用量と MRSA分離率（相関係数＝ 
－0.11、P＝0.68）に強い相関はみられなかった（図
2）。

考　　　　　察

　院内感染対策でもっとも重要なのは手指衛生であり、
手指衛生の遵守率向上がどこの施設の感染対策委員会
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においても共通の課題であると考える。
　今回の検討では、多施設での手指消毒剤／手指洗浄
剤比率とMRSA分離率、手指消毒剤使用量とMRSA分
離率ともに強い相関はみられなかった。その理由とし
て、施設毎で設備状況や施設の築年数などの環境的要
因や人員などの人的要因が異なるため多施設を単年度
で比較しても手指消毒剤／手指洗浄剤比率とMRSA分
離率、手指消毒剤使用量とMRSA分離率は相関しな
かったと考えられる。
　今回の検討から、手指消毒剤／手指洗浄剤比率は、
施設間で5.3倍の開きがみられた。施設によっては、手
指洗浄剤による手指衛生がメインであることが示唆さ
れ、手指消毒剤による手指衛生の啓蒙が必要な施設が
あることが示唆された。また、手指消毒剤使用量は、
施設間で13.7倍の開きがみられた。施設間で比較した
場合、施設によっては手指衛生の遵守に改善の余地が
あることが示唆された。
　今回の結果は、各施設にフィードバックし職員への
手指消毒剤による手指衛生の啓蒙や手指衛生遵守率改
善等の資料として活用するのに有用なデータであると
考える。
　今後の課題として、経年的な変化も加え評価する必
要があると考えられた。その際は他の因子（抗菌薬使
用量、PPE、CVCなど）の影響を考慮する必要がある
と考える。
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Investigation of the MRSA isolation rate and the amount of 
hand sanitizer used in 15 institutions of the Niigata Prefec-
tural Federation of Agricultural Cooperatives for Health and 
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Objective : Disinfection of hands and fingers using alcohol 
is strongly recommended for the prevention of 
medical care-related infections and the amount of 
hand sanitizers used is used as an indication of pre-
venting contact infection. In this study we investi-
gated the correlation between the isolation rate of 
methicillin-resistant Staphylococcus aureus (MRSA) 
and the amount of hand sanitizers used at 15 institu-
tions of the Niigata Prefectural Federation of Agri-
cultural Cooperatives for Health and Welfare.

Results : No strong correlation was observed between hand 
sanitizers and the MRSA isolation rate. There was a 
13.7-fold difference in the amount of hand sanitizer 
used between the institutions.

Conclusion : We concluded that it was important to provide 
feedback about the data obtained in this study to 
each institution for utilization at the respective insti-
tutions.

Keywords : Methicillin-resistant Staphylococcus aureus 
(MRSA) hand sanitizer hand cleaner
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図 1．手指消毒剤／手指洗浄剤比率とMRSA分離率

図 2．手指消毒薬使用量とMRSA分離率
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